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（別紙4（2））

目標達成計画

事業所名養老の泉八〇一トⅡ

作成日：平成　24年　3月　7日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。

目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら・優先して取り組む具：
体的な計画を記入します。

【目標 達 成 計 画 】

優 先

順 位

項 目

番 号
現 状 に おける 問題 点 、課 題 目標 目標 達 成 に 向 けた具 体 的な取 り組 み 内容

目標 達成 に
要する期間

1 35

災 害 対 策 として 、地 域 住 民 の 万 との 避 難 訓 練 が ・地 域 住 民 の 万 との 避 難 訓 練 が 冥 施 出来 ・運 嘗 推 進 会 議 の 中で 、災 害 対 策 につ いての

12ケ月

十 分 に実 施 出 来 ていない 。 る。 話 を実 施 し、そ の 中で 地域 の 方 々 の 協 力体 制

年 に4 回 の避 難 訓 練 を予 定 して いるが 、利 用者 ・避 難 訓 練 が 毎 月 行 える。 作 りにつ いて話 合 う。

の 状 態 の 変 化 が あ る事 、また 、職 員 の訓 練 に ・運 営 推 進 会 議 メンバ ー の 見 直 しを実 施 。（地

な っているの か 疑 問 が あるため 、日常 的 に 行 え 域 住 民 の 方 へ の呼 びか けを行 う）

る と良い の では ない か と思 う。 ・地 域 の 方 との 避 難 訓 練 を実 施 す る。

・毎 月 、避 難 訓 練 を計 画 す る。
・地 震 対 策 につい ても話 し合 う。

・近 所 の 人 との 交 流 を持 つ 。
行 事 の 誘 い

お 茶 飲 み に誘 う
施 設 内 の 見学

近 所 の 事 業 所 との 連 携 等

2 2

昨 年 度 は 班 長 としての 活 動 を実 施 し、地 域 住 民 ・職 員 が 地 域 を知る 。 ・住 吉 区の 地 図を作 成 し、職 員 が 地 域 を理 解 す

12ケ月

の 方 の 認 知 度 は高 まったの で はない か と思 える ・お茶 飲 み に立ち寄 って 頂 く。 る。
が 、今 後 は 、より地 域 へ 溶 け込 み 、日常 的 に交 ・養 老 会 だ よりを配 る。

流 できる関係 を作 って いく必 要 が あ るの ではな ・ホー ム また は 、 公 民 館 での サ ロン、お茶 会 の

いか と思 う。 参 加 をす る。

3 4

活 発 な会 議 とは 言 えない 。 ・出 席者 の 施 設 に対 す る意 見 をたくさん お聞 ・メンバ ー の 見 直 し。（近 所 の 方 、ボ ランティア の

12ケ月

マンネ リ化 して いるところが あ る。 きし、活 発 な 会 議 とな る。 方 、利 用 者 ）

職 員 の 関 心 が 薄 い。 ・職 員の 出 席 。

・開催 時 間 の 見 直 し。

・内容 （近 況 報 告 、年 間テー マを4 月 中 に決 め
る。）

・地 域 の 人 の ニーズ を探 る。民 生 委 員 さん か ら
の 意 見 。

注 ）項 目の 欄 につ いて は 、自己 評 価 項 目の No．を記 入 して下 さい。項 目数 が 足 りな い場 合 は 、行 を挿 入 してください 。


